
 

第 2 部 臨床実績                             看護部 

 
 

平 成 2 1 年 7 月 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 及 び 看 護 師 等 の 人 材

確 保 の 促 進 に 関 す る 法 律 が 改 正 さ れ 、 平 成 2 2 年 4 月 よ り 新

人 看 護 職 員 研 修 ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ た 指 導 が 開 始 し た 。 当 院

に お い て も 現 任 教 育 と 教 育 担 当 副 師 長 を 中 心 に Ｏ Ｊ Ｔ を 強 化

し 新 人 看 護 師 の 教 育 に 取 り 組 ん だ 。  
ま た 、平 成 2 1 年 度 か ら ７：１ 入 院 基 本 料 を 導 入 し ２ 年 目 を

迎 え 、 看 護 部 の 目 標 と し て 、「 が ん 看 護 の 質 の 向 上 を 図 る 」

「 安 心・安 全 な 看 護 を 提 供 す る 」「 働 き や す い 職 場 環 境 を 整 え

る 」「 個 を 大 切 に し た 人 材 育 成 を 目 指 す 」 の 4 点 を 掲 げ た 。  
が ん 看 護 の 質 の 向 上 に お い て は 、 が ん 対 策 基 本 法 が 成 立 し

５ 年 目 を 迎 え 、 患 者 の 生 活 の 質 の 向 上 を 図 る 上 か ら 、 外 来 ・

入 院 ・ 在 宅 と い う サ イ ク ル の 中 で 「 切 れ 目 の な い 緩 和 ケ ア 」

を 提 供 す る こ と を 継 続 し た 。 特 に 訪 問 看 護 師 と の 連 携 に 取 り

組 み 、 訪 問 看 護 師 連 絡 協 議 会 が 発 足 し ６ 月 、 １ ０ 月 、 ２ 月 と

３ 回 開 催 し 事 例 検 討 を 行 な い 、 互 い の 問 題 を 明 ら か に し て 在

宅 移 行 患 者 へ の ス ム ー ズ な 関 わ り が で き る よ う 、 サ マ リ ー の

充 実 と 退 院 前 カ ン フ ァ レ ン ス の 実 施 な ど 行 な っ た 。 訪 問 看 護

師 の 要 請 に よ り 知 識 と 技 術 の 習 得 を 目 的 に 院 内 の 勉 強 会 を 開

放 し １ ４ 名 の 参 加 が あ っ た 。  
外 来 に お い て は 、 が ん 看 護 相 談 を 開 設 し 専 門 看 護 師 が ９ 月

か ら 毎 月 曜 日 の 午 前 中 に 外 来 患 者 の 相 談 を 受 け 付 け た 。 毎 回

2～ 3 件 の 相 談 件 数 が あ り 、開 催 回 数 は 1 8 回 、相 談 件 数 は 5 4
件 で が ん 患 者 さ ん と 家 族 に 日 常 生 活 の 細 か な こ と か ら が ん 治

療 の 選 択 に つ い て の 相 談 な ど を 支 援 す る こ と が で き た 。  
昨 年 か ら 継 続 し て い る 緩 和 デ イ ケ ア も 4 5 1 件 の 利 用 が あ り 、

前 年 度 よ り 1 8 6 件 と 増 加 し 緩 和 デ イ ケ ア は 充 実 の 年 と な っ た 。

参 加 人 数 の 増 加 に 伴 い 、 乳 が ん 患 者 専 門 に 6 月 か ら 毎 週 水 曜

日 午 前 を 乳 腺 サ ロ ン と し 、 術 後 リ ン パ 浮 腫 予 防 の セ ル フ ケ ア

支 援 、 リ ン パ 浮 腫 発 症 後 の セ ル フ ケ ア 支 援 、 治 療 や 症 状 に 対

す る 相 談 、 身 体 補 正 に 関 す る 相 談 、 患 者 交 流 な ど を 目 的 と し

て 実 施 し た 。6 月 か ら 翌 年 3 月 ま で の 開 催 で 、利 用 者 数 は 2 2 2
名 で あ っ た 。  
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が ん サ ポ ー ト チ ー ム の ラ ウ ン ド 活 動 は 軌 道 に 乗 り 、 病 棟 ラ

ウ ン ド 時 に 精 神 科 医 師 と 専 門 看 護 師 、 認 定 看 護 師 に コ ン サ ル

テ ー シ ョ ン を 行 う 形 で 実 施 し た 。 相 談 件 数 は 3 月 ま で に １ ２

６ 件 と な り 、 き め 細 や か に 患 者 に 対 応 で き る よ う に な っ た 。  
 
外 来 で が ん 化 学 療 法 を 受 け て い る 患 者 は 年 間 2 1 4 2 人 で 、

中 で も 長 期 に 渡 る 治 療 の た め に リ ザ ー バ ー を 増 設 し 、 リ ザ ー

バ ー 静 注 か ら 化 学 療 法 を 受 け る 患 者 は 3 8 6 件 と 昨 年 に 比 較 し

て 約 2 0％ 増 加 し た 。化 学 療 法 だ け で な く 放 射 線 療 法・症 状 コ

ン ト ロ ー ル な ど 治 療 は 在 宅 へ の 需 要 が 高 く な っ て き て お り 、

外 来 看 護 と デ イ ケ ア の 期 待 さ れ る 役 割 は ま す ま す 大 き く な っ

て い く と 考 え る 。  
 

安 心 ･安 全 な 看 護 の 提 供 に 向 け て 、安 全 を 意 識 で き る 組 織 文

化 の 醸 成 を 目 指 し 、 ル ー ル を 守 り 事 故 防 止 が で き る 組 織 風 土

作 り に 取 り 組 ん だ 。イ ン シ デ ン ト ･ア ク シ デ ン ト 集 計 結 果 か ら

は 、 総 報 告 件 数 1 2 1 3 件 で 昨 年 よ り 2 5 2 件 増 加 し て い る 。 レ

ベ ル 別 で は レ ベ ル ０：1 0 0 件 、レ ベ ル １ : 1 0 5 0 件 、レ ベ ル ２ : 4 5
件 、レ ベ ル ３ ａ : 1 5 件 で あ っ た 。イ ン シ デ ン ト ･ア ク シ デ ン ト

の 内 容 で は 、薬 物 に 関 す る も の が 5 2 9 件（ 4 5％ ）で 最 も 多 く 、

次 い で 転 倒・転 落 が 2 0 2 件（ 2 0％ ）、検 査 に 関 す る も の が 1 0 5
件（ 9％ ）の 順 で あ る 。薬 物 の 中 で は 経 口 薬・外 用 薬 に 関 す る

事 故 が 2 3 1 件 と 最 も 多 く 、昨 年 よ り 1 6％ 増 加 し 、注 射 に つ い

て は 2 9 8 件 と 昨 年 の 6 9 %増 で あ っ た 。患 者 間 違 い に よ る 誤 薬

防 止 と し て 、 ５ Ｒ を 遵 守 し た 与 薬 の 徹 底 に 取 り 組 み 、 ア ク シ

デ ン ト を 引 き 起 こ す よ う な こ と は な か っ た 。 薬 剤 投 与 時 の 確

認 不 足 や ル ー ル 違 反 に よ る イ ン シ デ ン ト が 多 く 今 後 の 課 題 で

あ る 。 リ ス ク 回 避 で き る Ｋ Ｙ Ｔ を 計 画 的 に 実 施 し 合 計 ５ 回 参

加 延 べ 人 数 は ６ ０ 名 で あ っ た 。 次 年 度 も 継 続 し Ｋ Ｙ Ｔ を 実 施

す る 。  
褥 瘡 対 策 チ ー ム は 皮 膚 ・ 排 泄 ケ ア 認 定 看 護 師 と リ ン ク ナ ー

ス が 中 心 と な り 活 動 を 始 め 3 年 が 経 過 し た 。 褥 瘡 発 生 率 は 3

年 間 、 大 き く 変 化 は な く 0.2％ に と ど ま っ て い る 。 褥 瘡 発 生

の 原 因 追 究 を 強 化 す る た め に 、 リ ン ク ナ ー ス が 中 心 と な り 発
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生 原 因 分 析 を 行 い 予 防 的 ケ ア に つ な が る よ う に イ ン シ デ ン ト

レ ポ ー ト で 振 り 返 り 、 カ ン フ ァ レ ン ス を も ち 認 定 看 護 師 が か

か わ っ た 。 今 年 度 は 、 褥 瘡 リ ス ク ア セ ス メ ン ト 票 ・ 褥 瘡 予 防

治 療 計 画 書 に よ り 褥 瘡 ハ イ リ ス ク 患 者 ケ ア 加 算 の 導 入 が で き

た 。 今 後 は 褥 瘡 回 診 を 定 期 的 に 行 い Ｎ Ｓ Ｔ と 協 働 し て い く こ

と が 重 要 に な る 。  

働 き や す い 職 場 環 境 を 整 え る た め に 、 時 間 外 勤 務 の 削 減 と

ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス の 推 進 に つ い て 取 り 組 ん だ 。 妊 娠 、 出

産 、 育 児 休 業 、 育 児 時 間 な ど 年 間 5 0 名 以 上 が 取 得 し て お り 、

臨 時 任 用 ・ パ ー ト 等 で 代 替 え の 人 材 を 確 保 に 努 力 し た 。  
看 護 の 質 を 保 持 で き る よ う に 、 業 務 量 に 合 わ せ た 人 員 配 置

を 師 長 間 で 毎 朝 話 し 合 い 調 整 を 行 な い 、 計 画 的 に リ リ ー フ 体

制 の 推 進 に 取 り 組 ん だ 。 こ の こ と に よ り 看 護 部 全 体 の 協 力 体

制 を 強 め 、診 療 報 酬 7 : 1 入 院 基 本 料 を 習 得 す る こ と が 出 来 た 。

今 後 も 組 織 全 体 で 取 り 組 ん で い き た い 。  
ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス を 考 え る 上 で 、 年 休 取 得 率 の 向 上 と

健 康 管 理 が 重 要 と な る 。 勤 務 終 了 か ら 次 の 勤 務 ま で の 間 隔 は

8 時 間 以 上 と す る こ と を 決 め 、 深 夜 勤 務 入 り の 前 に 2 時 間 年

休 を 取 る よ う に し て 、平 均 1 0 日 間 の 年 休 を 取 得 す る こ と が で

き た 。  
人 材 育 成 で は 、が ん 看 護 専 門 看 護 師 2 名 と が ん 性 疼 痛 看 護 、

が ん 化 学 療 法 看 護 、緩 和 ケ ア 、皮 膚 ･排 泄 ケ ア 、感 染 管 理 、乳

が ん 看 護 の 各 認 定 看 護 師 8 名 が 組 織 横 断 的 な 活 動 を 行 い 、 ス

ペ シ ャ リ ス ト と し て 、 役 割 モ デ ル と な り ス タ ッ フ 育 成 に 貢 献

し た 。 ま た 、 が ん セ ン タ ー 中 央 病 院 と 協 同 し て が ん 看 護 の 充

実 を 図 る た め に 、 が ん 看 護 ジ ェ ネ ラ リ ス ト ナ ー ス 育 成 プ ロ グ

ラ ム 研 修 に 取 り 組 み 当 院 か ら 緩 和 ケ ア 、 皮 膚 ・ 排 泄 ケ ア 、 が

ん 化 学 療 法 看 護 、乳 が ん 看 護 の プ ロ グ ラ ム に 8 3 名 の 看 護 師 が

参 加 し 自 身 の キ ャ リ ア ア ッ プ を 図 る こ と が で き た 。  
目 標 管 理 を 実 施 し て ６ 年 が 経 過 し た 。 看 護 師 個 々 の キ ャ リ

ア 開 発 に つ い て の 理 解 も 深 ま り 、 目 標 を 明 確 化 し 具 体 的 に 取

り 組 め る よ う に な っ て き て い る 。 院 内 外 の 研 修 に 積 極 的 に 参

加 し 自 己 成 長 す る よ う 努 力 し て い る 。 達 成 度 は 、 レ ベ ル Ⅰ 未

満 ： 1 8 名 、 レ ベ ル Ⅰ ： 5 1 名 、 レ ベ ル Ⅱ ： 7 3 名 、 レ ベ ル Ⅲ ：
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3 4 名 、 レ ベ ル Ⅳ ： 1 0 名 で あ っ た 。  
平 成 2２ 年 度 の 病 床 稼 働 率 は （ 一 般 病 棟 ） 8 2 . 1％ 平 均 在 院

日 数 は 1 5 . 8 日 で あ る 。 I C U の 稼 働 率 は 8 2 . 7％ 、 結 核 病 棟 は

3 4 . 8％ 、緩 和 ケ ア 病 棟 は 8 9 . 8％ で 全 体 的 に 昨 年 度 よ り 増 加 し

た 。 私 た ち が ど ん な 支 援 が で き る か を 具 体 的 に し て 広 報 活 動

を 行 い 、 が ん 看 護 の 充 実 と 患 者 に 選 ば れ る 地 域 に 根 差 し た 病

院 を め ざ さ な け れ ば な ら な い 。  
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平成21年度・22年度木曜日　緩和デイケア利用者数　比較
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事故分類の比率

経口薬・外用薬
21%

注射
18%

転倒・転落
20%

チューブ抜去
7%

処置
2%

検査
9%

輸血
0%

その他（無断離院/接
遇）
4%

暴言・暴力
1%

誤刺
1%診察

0%

手術
9%

食事
2%

麻薬
6%

0

0.1

0.2

0.3

2008年度 2009年度 2010年度

褥瘡発生率

持ち込み 入院後

0

1

2

3

4

5

6

2008年度 2009年度 2010年度

褥瘡保有率 （％）



 

第 2 部 臨床実績                             看護部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｈ 2 2 年 度 継 続 看 護 指 導 件 数  

   

指 導  ビ デ オ 指 導  2

  在 宅 Ｉ Ｖ Ｈ  5

  在 宅 自 己 注 射  0

  ス ト ー マ  7

  在 宅 酸 素  1 6

  Ｐ ａ ｉ ｎ コ ン ト ロ ー ル 3 4
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外来継続看護指導件数

在宅酸素
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Ｐａｉｎコントロール
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在宅ＩＶＨ
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ビデオ指導
指導
3%

在宅自己注射
0%

ストーマ
11%

Ｈ22年度外来化学療法患者の月別内訳
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